
 

開講専攻 授 業 科 目 担 当 教 員 
必修 
選択 
の別 

単位数

看護学 

５セメスター 金・１ 
家族関係論 川原 礼子 齋藤 美華 必修 １ 

授業題目 家族の理解と援助 

授業科目の目的・概要及び到達目標等 
 

 目的・概要 

  疾病や障害をもつ対象の理解と育児や介護に携わっている家族の機能を理解し、家族のセルフケア

 機能を高める援助を体系的に学ぶ。 

 

 到達目標 

１）事例や自分の家庭を振り返り、様々な家族について理解する 

２）家族看護として支援する家族機能を理解する 

 ３）家族のセルフケア機能を高める援助を体系的に理解する 

 
 
授業計画 
 

第１回 4/14  家族看護学とは（川原） 

 

第２回 4/21  家族看護過程論（川原） 

 

第３回 4/28  育児や介護の特徴と問題（齋藤） 

 

第４回 5/12  ターミナルケア（川原） 

 

第５回 5/19  家族へのアプローチ（川原） 

 

第６回 5/26  演習－事例をとおした援助の実際（川原、齋藤） 

 

第７回 6/2   試験 

 

 
成績評価の方法及び基準 
 

出席状況、筆記試験等にて総合的に判断する。とくに出席状況を重視したい。 

 
 
教科書・参考書 
 

教科書：  「家族看護学」鈴木和子・渡辺裕子 著（日本看護協会出版会） 
 
 


